
●黒塗りされた交渉過程の資料、SBS米の曖昧

な調査など、国民は強い不信感を抱いている。

11月11日（金）
参議院本会議で

初の代表質問に立つ！
Vol.2

皆さんの声を
国会に届ける！

で本会議代表質問デビュー！

世耕経産相

特集

→政府は国民に「正直」であるべきだ！

〔政府の秘密主義・国民の理解度〕

●直近の世論調査では、

今国会での賛否に対し、

約半数が「どちらとも言えない」、

約8割が慎重審議を求めている。

→国民の理解は深まって

おらず、また、早期の結論

も望んでいない！

なぜ

早期に結論を出す

必要があるのか！

→国内生産台数確保や、雇用維持の観点も踏まえ、

今後の貿易交渉では、米国との合意内容を前提

としないことを約束せよ！！

〔国内産業への影響と対策〕

重要課題 【 TPP 】

政府は国民に

納得いく必要性を

説明すべき！！

●米国への自動車完成車輸出では課題を残した。

（乗用車等は25年・トラックは30年で関税撤廃等）

●米国への自動車部品輸出（約8割で即時関税撤廃）

や輸入手続きの簡素化などは率直に評価。

〔冒頭〕 ●衆議院での強行採決、政府・与党の傲慢な国会運営に満身の怒りをもって抗議する！

〔米国大統領選挙の結果を踏まえた現状認識〕

●繰り返し“TPP脱退”を表明したトランプ氏が、米国大統領選に勝利された。

●TPP発効の目途が立たない中、日本だけが何の軌道修正せず、手続きを進めることは全く理解できない！

●COP22までにパリ協定を批准・発効出来なかったことに続く、政府における2度目の外交上の大失態だ！

●他方で、調査ではFTA利用率は大企業が半数

なのに対し、中小企業が33%にとどまる。

●また、原産地証明の自己証明制度も、中小企業への過度な

負担を懸念。
→中小企業への支援策をどう考えるか！

●ISDS（※）条項に関し、政府は懸念はないと言うが、ISDSに基づく

国際仲介のうち、米国が原告なのは約2割と断トツ。

→訴訟大国米国とのISDSに対する不安の声にどう答えるか！

与党のヤジにも負けず、政府を追及する

※ISDS： 投資家と国との間の紛争解決手続き



参政会の皆さん 全本田労連政治政策推進者の皆さん TPP検討PT

是非 、 気軽に見てください。 →
※上記内容は一部です。是非、全体の様子は参議院インターネット中継（生・録画）でご覧ください。 → http://www.webtv.sangiin.go.jp/webtv/index.php
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〔番外編〕
<本会議前に行う議員総会において、“初”代表質問の決意を語る！>

→執行部から「この原稿を見れば、TPP問題の全容が分かる」と太鼓判。

〔農業重要5品目（※）の国会決議〕

●国会決議では、重要5品目は除外・再協議の対象とし、

10年を超える段階的な関税撤廃も認めないとしている。

●にも関わらず、重要5品目594項目のうち、170もの

項目で、関税が撤廃される。

※重要5品目：①米 ②麦 ③牛・豚肉 ④乳製品 ⑤甘味資源作物

●牛肉の輸入急増を防ぐためのセーフガードも、16年目

以降4年連続発動されなければ廃止される。

本当に

国会決議に

反していないと

言えるのか！

〔新薬の保護強化〕 〔食の安全〕

〔最後に〕
●民進党は、TPPの全体像や国民生活へのメリット・デメリット両面を明確にしていく。
●将来、我が国と国民に禍根を残さないよう、国民目線で徹底的に、トコトン審議する！

→多くの農家が不安を抱えているのが現状

〔政府答弁〕 〇機械的な答弁に終始し、議論は深まらず。

●TPPでは、特許期間の延長を認める制度や、

ジェネリック薬における特許権侵害を考慮

する仕組みが導入される。

・患者負担の増加

・医療保険財政へ影響

・新興国等への安価な医薬品

普及に障害

●国民の健康と生命を守るために必要不可欠。

●一方、現状でも飼育ホルモン・飼料添加物は

日本での使用は禁止なのに、輸入食品への

使用は認める、ダブルスタンダードの状態。

世耕経産相

●SBS米調整金の調査について、

①1700を超えるSBS米取引の全容が明らかになっていない。

②金銭のやりとりを認めた42事業者のうち、2業者の状況しか把握できていない。

●にも関わらず、政府は「SBS米の販売価格に影響はなかった」と強弁。

SBS米の再調査

を政府に

求める！
→農業関係者・国民の不信感は払しょくできない！

こうした

不安の声に

答えよ！
→今後、輸入食品の増加によって

国民不安は更に増大

食の安全への

影響はないと

言えるのか！

→そのことによって、以下の不安あり


